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 　オブジェクトA,Bの構成要素が同一であるとき，A～ Bと書く 
 ことにする。従って，成り立つ性質は次の（カ）となる。 
 （カ）　オブジェクトA,Bがsub(A,B)かつsub(B,A)であれば，A～ Bである。 







































 　2つ以上のオブジェクトA 1 ,...,A n が互いに共通な要素を持たないときに，これらを合わせた全
体を1つの新たなオブジェクトとして扱うことができる。これをA 1 ,...,A n の （排他的）集まり と
呼び，com(A 1 ,...,A n )と記す。なおこの際にA 1 ,...,A n の順序は問題としない。 
 　これには注意が必要である。通常の意味でA 1 ,...,A n が集合である場合，これはA 1 ,...,A n の（排他
的）和集合であり，A 1 ,...,A n を要素とするn元集合ではない。しかし，通常の意味でA 1 ,...,A n 各々






 　どのような要素から成っているかを問題とする文脈においては，B～com(A 1 ,...,A n )であるとき，
Bの現れるところをA 1 ,...,A n で置き換えてよい。つまり，com(A 1 ,...,A n )という記号はA 1 ,...,A n を並
列的に記すのが紛らわしいことを避けるための便宜である（従って，A～ com(A)は定義上の当
然である）。 
 このように，Bを互いに排他的なA 1 ,...,A n の集まりとして表すことを，Bの 構成要素への分割 と
呼び，各A i をBの 構成要素 と呼ぶ。 
 規則1（構成要素の分割への置き換え） 





を表すオブジェクトを生成する。これを 補部分 と呼び，K B (A)と記す。更に，sub(K B (A),B)とい
う関係を生成する。またこのとき，B～ com(A,K B (A))である。 
 　部分と構成要素への分割の関係を定めねばならない。B～ com(A,A 1 ,...,A n )であるとき，計算機
は，sub(A,B)およびK B (A)～ com(A 1 ,...,A n )であるという関係を（必要に応じて）生成する。 
 規則2（構成要素は部分である） 
 　B～ com(A,A 1 ,...,A n )であるとき，sub(A,B)であり，K B (A)～ com(A 1 ,...,A n )である。 
 　置き換え可能性があるので，Bの構成要素のいくつかの集まりについても，やはりそれは部分






A,B,Cの間にsub(A,B)とsub(B,C)の関係があるとき，B～ com(A,K B (A))であることから，C～













 　あるオブジェクトBの部分オブジェクトAとその補部分オブジェクトK B (A)とは，互いに排他
的である（そのように計算機は扱う）。先に，両者の「（排他的）集まり」を考えたところではこ
れをあらかじめ前提としていた。 
 　オブジェクトB,Cに対し，int(B,C)，K B (int(B,C))，K C (int(B,C))の3つのオブジェクトの集まりを，







































































































 ・構成要素への分割　A～ com(B,K A (B))～ com(C,K A (C)) 
 が生成される。構成要素への分割が2通りあることから，先述の規則3により，例えばsub(C,A)
が成り立つCについて， 





















 ・壁Aの構成要素への分割　A～ com(p 1 ,p 2 ,...（壁全体の各点）) 
 ・壁の上半分Bの構成要素への分割　B～ com(（上半分の各点）) 
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